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１．事業の目的 

妊娠、出産を機に、仕事から離れた若い世代が地域に関わるチャンスと捉え、なるべく多くの良い子

育て情報や地域の情報を発信し、キャッチしてもらうことで、地域行事や市民活動に参加、また、友人、

知人など地域での繋がりを持つなど、良い体験を積み重ねることで、自然と地域との関わりを多く持ち、

それが次世代の地域の担い手となるようきっかけづくりをする。 

 

２．実施内容 

日  時：平成２７年５月１６日（土）１０：００～１６：００ 

会  場：蕨市立中央公民館 

来場者数：１，５２３名（ステージ出演者、出展者も含む） 

内  容：講座の開催（７分で救える命！小児応急手当講座） 

及び「パパとこどものふれあいあそび」ワークシ 

ョップの開催、おはなしの部屋、ステージ発表、 

情報掲示＆体験 

      

３．役割分担 

(1) 団体：企画・運営・全般  

(2) 市：広報  

 

４．事業費と主な支出内容 

（１）事業費：総額 345,733 円（うち蕨市協働事業補助金 300,000 円） 

（２）支出の主な内容 

   会場費、通信運搬費、人件費、報償費（講師謝礼）、消耗品費、印刷製本費、保険費 

 

 

 
わらび子育て支援フェスタ 

～笑（び）ってフェスタ 2015～ 

 

【団 体 名】ＮＰＯ法人 ふうせん 

【担当部署】健康福祉部 児童・福祉センター  

【提 案 型】自由テーマ  

【協働の形態】補助 

フェスタが始まるよ 
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５．協働による効果 

【ＮＰＯ法人ふうせん】 

 会場を２会場にしたことで、来場者の偏りがでるのではないかと心配したが、お互いの会場を行き来

できるように取り入れた、スタンプラリーで会場を行き来している様子を窺えた。また、公民館、福祉・

児童センターの事業を知るきっかけとなった。講座は、「小児応急手当」ということで、普段子育ての講

座に参加できないパパが受講する姿もあった。ステージ発表は、出演者の子供が多く来場し、ワークシ

ョップを体験したり、情報掲示などにも興味深くしていた。今回のイベントは、若い世代と昔からある

市民団体が一緒に作り上げたものとして、意義がある。参加団体からは、若い世代と一緒にできて嬉し

い、自分たちの知らない人たちで、こんなに活躍できる人がたくさんいることが知れてよかったと言っ

ていただき、地域で色々なつながりが世代を超えて、尐しずつ出来ているのが感じられた。 

 

【福祉・児童センター】 

本協働事業と同日別会場で、子育て支援フェスタ「こどもまつり」（主催・福祉・児童センター）を開

催するという、初の試みであったが、来館者がそれぞれの会場を行き来し、蕨の子育てについて児童館

やＮＰＯ法人の活動を知ることができる唯一の機会として、良い意味で相乗効果をもたらした。 

 

 

６．その他の成果・感想・今後の課題など 

【ＮＰＯ法人 ふうせん】 

もっと、この事業の賛同者を増やし、地域の恒例イベントとして開催される工夫が必要である。ステ

ージ発表も蕨市民会館を使用して行えるくらい、協力者や協賛が必要。それには、もう尐し時間をかけ

て準備、交渉などする必要がある。また、子供の参加率が高いが、もっとママ世代がワークショップを

体験したり、ステージ発表をしたりと参加して欲しいと思うし、せっかくのママたちのスキルの見本市

のような場所なので、シニア世代の方たちや公民館などの行政の方たちにも関心を持ってもらい、講師

デビューなど地域で活動、活躍できる場ができるようになれば、もっと良いと思う。ワークショップの

出展に関して、公民館で行うと、営利目的とみなされるものは、却下になるので、マッサージや占いな

どの癒し系などの技術料を体験料にすることができない。そのような、スキルをもっているママたちの

活躍の場を広げたいが、蕨市でできる場所がない。また、中央公民館、蕨市民会館の建物の構造上、導

線がわかりにくく、難しい。 

 

【福祉・児童センター】 

 子育て支援フェスタが「遊び」や「人とのふれあい」をキーワードとして開催されるのに対し、本事

業は「情報提供」や「親育て」をキーワードとしてそれぞれが役割分担をしながら開催できたことは、

蕨市の子供や子育て世代に大きなインパクトをもたらした。また児童館側の感想としては、本事業を通

じ、これまで実現が難しかった情報発信の機能を補完することができたこと、ＮＰＯ法人ふうせんの活

動や起業者と児童館のパイプができたこと、以上の２点がとても喜ばしいことと感じた。今後の課題と

しては、協働に関わる両者がコミュニケーションをこれまで以上に密にとっていけるか、それぞれの役
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割分担を明確にし、より良い事業として発展・定着させられるかという点である。また今後、本年と同

様に５月の子育て支援フェスタに相乗りし、同日別会場で実施するかどうかなどが、課題のひとつであ

る。 

華麗なダンス 

挨拶 

会場は、大賑わい 

ステキな歌声です 


